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1. 平成28年3月期第1四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第1四半期 3,594 35.3 522 ― 531 ― 342 ―
27年3月期第1四半期 2,656 △30.3 △118 ― △114 ― △81 ―

（注）包括利益 28年3月期第1四半期 433百万円 （―％） 27年3月期第1四半期 △29百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第1四半期 17.36 ―
27年3月期第1四半期 △3.97 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第1四半期 20,982 7,673 36.6
27年3月期 21,371 7,377 34.5
（参考）自己資本 28年3月期第1四半期 7,673百万円 27年3月期 7,377百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― ― ― 7.00 7.00
28年3月期 ―
28年3月期（予想） ― ― 5.00 5.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 9,700 40.3 695 321.8 710 290.7 420 316.2 21.28
通期 19,600 3.0 1,170 7.5 1,180 6.0 700 16.8 35.47



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
(注) 詳細は、添付資料 P.4「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧下さい。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に
対するレビュー手続が実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資
料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報」をご覧下さい。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期1Q 20,600,000 株 27年3月期 20,600,000 株
② 期末自己株式数 28年3月期1Q 866,578 株 27年3月期 866,578 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期1Q 19,733,422 株 27年3月期1Q 20,580,229 株
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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安や原油安の効果なども加わり、企業収益は順調に推

移しました。更に雇用情勢は、着実な改善を続けており、消費者マインドも改善するなど、景気は緩やかな回

復が続きました。 

 当社グループの属する化学機械装置関連業界におきましては、新規設備投資の動きもあるものの、人手不足

や労務費の上昇、熾烈な受注価格競争が続く厳しい環境で推移しました。 

 このような状況のもと、当第１四半期連結累計期間における業績につきましては、受注高は 5,019百万円と

前年同四半期に比べ 1,363百万円の減少（△21.4％）、売上高は 3,594百万円と前年同四半期に比べ 938百万

円の増加（＋35.3％）となりました。 

 損益面につきましては、営業利益は 522百万円（前年同四半期は営業損失 118百万円）、経常利益は 531百

万円（前年同四半期は経常損失 114百万円）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は 342百万円（前年

同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失81百万円）となりました。 

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 

① エンジニアリング事業 

 エンジニアリング事業につきましては、国内外を問わず顧客が計画する設備投資において、単体機器およ

びプラントに関する当社の技術力・提案力を結集し、受注拡大に努めました。 

 その結果、受注高は 1,666百万円と前年同四半期に比べ 1,248百万円の減少（△42.8％）、売上高は 944

百万円と前年同四半期に比べ90百万円の減少（△ 8.7％）となり、セグメント損失(営業損失)は 1百万円と

なりました（前年同四半期はセグメント損失(営業損失) 139百万円）。 

 

② 化工機事業 

 化工機事業につきましては、既存設備の維持・更新工事のほか、新商品の生産設備や主力商品の増産工事、

安全対策工事の受注により注力しました。 

 その結果、受注高は 1,926百万円と前年同四半期に比べ84百万円の増加（＋ 4.6％）、売上高は 1,289百

万円と前年同四半期に比べ20百万円の減少（△ 1.5％）となり、セグメント利益(営業利益)は 101百万円と

前年同四半期に比べ15百万円の増加（＋17.9％）となりました。 

 



木村化工機㈱(6378) 平成28年３月期 第１四半期決算短信 

- 3 - 

 

 

③ エネルギー・環境事業 

 エネルギー・環境事業につきましては、主として福島第一原子力発電所の汚染水処理に必要な設備等の受

注および売上に注力しました。 

 その結果、受注高は 1,427百万円と前年同四半期に比べ 198百万円の減少（△12.2％）、売上高は 1,359

百万円と前年同四半期に比べ 1,048百万円の増加（＋ 336.8％）となり、セグメント利益(営業利益)は 422

百万円となりました（前年同四半期はセグメント損失(営業損失)65百万円）。 

 

 なお、当社グループは、通常の営業形態として、年度末に完成する工事の割合が大きいため、各四半期の生

産、受注及び販売の状況の間に著しい相違があり、四半期毎の業績に季節的変動があります。 

 

 

 

 

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当第１四半期累計期間の業績につきましては、受注が好調であること及び高収益案件の進捗が順調に進み、

営業利益、経常利益、四半期純利益とも期初予想を上回りました。 

 なお、平成28年３月期第２四半期(累計)及び通期の連結業績予想につきましては、第１四半期累計期間の業

績を踏まえ、平成27年５月14日公表の当初予想から修正いたしました。 
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２． サマリー情報(注記事項)に関する事項 

 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

   該当事項はありません。 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

・税金費用の計算 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会

計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準

第７号 平成25年９月13日）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及

び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、

前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替え

を行っております。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

 （継続企業の前提に関する注記） 

  該当事項はありません 

 

 

 （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日) 

  該当事項はありません 

 

 

（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日) 

・報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報            (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

その他 合計 
調整額 
(注)１ 

四半期 
連結損益
計算書 
計上額 
(注)２ 

エンジニア 
リング事業 

化工機事業
エネルギー
・環境事業

計 

売上高   

 外部顧客への売上高 1,035 1,309 311 2,656 ― 2,656 ― 2,656

 セグメント間の内部 

 売上高又は振替高 
0 15 ― 16 ― 16 △16 ―

計 1,035 1,325 311 2,672 ― 2,672 △16 2,656

セグメント利益又は 

セグメント損失(△) 
△139 86 △65 △118 ― △118 ― △118

(注)１．調整額は以下の通りであります。 

     売上高の調整額は、セグメント間の内部売上高消去額であります。 

  ２．セグメント損失(合計)は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日) 

・報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報            (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

その他 合計 
調整額 
(注)１ 

四半期 
連結損益
計算書 
計上額 
(注)２ 

エンジニア 
リング事業 

化工機事業
エネルギー
・環境事業

計 

売上高   

 外部顧客への売上高 944 1,289 1,359 3,594 ― 3,594 ― 3,594

 セグメント間の内部 

 売上高又は振替高 
6 13 ― 20 ― 20 △20 ―

計 951 1,303 1,359 3,614 ― 3,614 △20 3,594

セグメント利益又は 

セグメント損失(△) 
△1 101 422 522 ― 522 ― 522

(注)１．調整額は以下の通りであります。 

     売上高の調整額は、セグメント間の内部売上高消去額であります。 

  ２．セグメント利益(合計)は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 
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４．　補足情報
（受注、売上及び受注残の状況）

期　別

セグメント 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

（受注高）

エンジニアリング事業 2,914 45.6 1,666 33.2 12,084 49.3

化工機事業 1,842 28.9 1,926 38.4 7,859 32.0

  エネルギー・環境事業 1,625 25.5 1,427 28.4 4,587 18.7

合　計 6,382 100.0 5,019 100.0 24,531 100.0

（売上高）

エンジニアリング事業 1,035 39.0 944 26.3 6,856 36.0

化工機事業 1,309 49.3 1,289 35.9 7,448 39.1

  エネルギー・環境事業 311 11.7 1,359 37.8 4,731 24.9

合　計 2,656 100.0 3,594 100.0 19,036 100.0

（受注残高）

エンジニアリング事業 4,958 32.5 9,028 49.0 8,307 48.9

化工機事業 1,858 12.2 2,373 12.9 1,737 10.2

  エネルギー・環境事業 8,417 55.3 7,026 38.1 6,958 40.9

合　計 15,235 100.0 18,428 100.0 17,003 100.0

(注)　輸出状況 (前第１四半期連結累計期間) (当第１四半期連結累計期間) 　　　(前連結会計年度)
　輸出関係売上高(百万円、％) 279 10.5 168 4.7 2,427 12.8
　　エンジニアリング事業 238 9.0 149 4.2 2,299 12.1
　　エネルギー・環境事業 40 1.5 19 0.5 127 0.7

前連結会計年度
自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

 前第１四半期連結累計期間  当第１四半期連結累計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日
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